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　本年も日本臨床眼科学会が終わり，出席された皆様はたくさんの講演で得られた知識をものに
され，今日の症例にあてはめながら，その知識を整理されているところかと思います。
　今月号の特集は，井上編集委員が企画した「感染性角膜炎―もうガイドラインだけでは足りな
い！」です。特集としては大型で，9 本の論文が掲載されています。内容は鑑別診断からはじま
り，細菌性，真菌性，アカントアメーバ，ヘルペス，サイトメガロウイルスまで，幅広い臨床像
が網羅され，写真もたくさん掲載されています。
　「今月の話題」は，「篩状板部分欠損」という OCT が発展した時代ならではの話題が取り上げ
られています。OCT による黄斑部の解析は，視細胞の各ラインの名称をはじめ，かなり細かいと
ころまで解析や知識の整理が行われているように思います。一方で，視神経乳頭は個人差も大き
く，OCT において詳細な変化を捉えようと思うと性能が良い OCT でなくてはならないためか，
まだまだ解釈も難しく，注目が集まっているとはいえません。本論文では，多くの文献が紹介さ
れており，いまだに OCT において重要な観察事項があること，最近注目されているパキコロイ
ドにも視神経の篩状板部分欠損が関係している可能性があることなど，まだわからない点も含め
て，読み応えのある review となっています。
　その他，「症例から学ぶ　白内障手術の実践レクチャー」では術後の非感染性眼内炎症につい
て，「臨床ノート」では見逃しやすい液状後発白内障について書かれています。バラエティに富ん
だ今月号を読みながら，秋の夜長をゆっくりお過ごしください。 （寺崎浩子）
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